
　（別紙４（２）） 事業所名   あいおいホーム

作成日：　平成　２６年    　６月    １３日

優先 項目 目標達成に

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

優先
順位
項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に
要する期間

1 6

身体拘束マニュアルがない。日頃より身体拘束
が一切ない為、身体拘束についての社内研修
が出来ていない。

身体拘束マニュアルを作成し、マニュアルに
沿って身体拘束についての社内研修を実施
する。

  「身体拘束と玄関の施錠をしないホーム」である
と、常日頃より口頭でスタッフを教育してきた。し
かし今後は身体拘束マニュアルを作成し、社内教
育を定期的に実施することで、「拘束をしない」と
いう意識を更に高めていく。

２ヶ月

2 35

6ヶ月毎に消防署員立ち合いによる消防訓練を
実施している。スタッフ全員に対し、消火方法や
通報、避難経路等を要約し、書面にて回覧伝達
しているが、具体的な災害時の対策マニュアル
がない。

災害対策マニュアルを作成中である。完成
次第社内研修を実施し、スタッフ全員でマ
ニュアルの共有を図る。地域の方を消防訓
練にお誘いし、訓練を通してホームと地域の
連携や交流、防災意識を深める。

災害に対する備えをスタッフが共通して認識で
きるよう、マニュアルを使用して社内研修をおこ
なう。　また地域の方にも災害対策マニュアル
の説明をおこなったり、消防訓練に参加してい
ただくことで、備えの重要性を訴えていく。

２ヶ月

がない。 連携や交流、防災意識を深める。 ただくことで、備えの重要性を訴えていく。

3 40

入居者様とおこなうおやつ作りや食事作りの機
会が少くなった。以前は何かを「作る」という機
会が定期的にあったが、入居者様のレベルダ
ウンに伴い減少している。

入居者様やご家族様と一緒におやつ等を作
る機会を復活させる。

季節に応じたもの、または入居者様からリクエ
ストがあったものを作っていきたいと考えてい
る。それに伴い入居者様と買い出しに行く機会
も増やしていく。役割分担をすることで、作る楽
しみを更に広げたいと考えている。

２ヶ月

4 新

各ユニットで発生した事故報告書について、現
状ではスタッフが簡単に閲覧出来るようになっ
ていない。

事故報告書を直ぐに閲覧できるようにする。
全スタッフが共通した詳細情報を共有するこ
とで、事故発生のリスクを減らす。

各ユニットに事故報告書ファイルを設置する。
全スタッフが漏れなく閲覧するように、閲覧した
者は押印する回覧形式をとる。 ２ヶ月

5 新

ケアプランに沿ったケアが出来ているかどうか
のチェック機能が無い。

軸となるケアが必ず施行されるようにする。
スタッフのスキル向上も目的の１つである。

ケアプランチェック表を作成する。軸となるケア
をまとめ、１ヶ月単位の個別表とする。日々の
ケアが施行されているかどうかを、○×を用い
昼夜チェックする。月末に各入居者様の担当を
している物がコメントを記入し、次月へ繋げる。
現在試行中である。

１ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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